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＜古代キリスト教から中世、そして宗教改革。後期＞

オリエンテーション

１．ゲルマン民族とキリスト教

２．キリスト教修道制

３．中世キリスト教世界のダイナミズム

４．キリストと文化──スコラ的文化総合

５．自然神学の諸問題

６．研究発表（角元）

７．研究発表（金）

８．研究発表（長岡）

９．研究発表（山本）

１０．イスラームと１２世紀ルネサンス

１１．フィオーレのヨアキムと歴史神学

１２．宗教改革と近代世界

＜前回＞フィオーレのヨアキムと歴史神学

１．キリスト教的理念と現実→スコラ的文化総合

・自然、自然神学

・歴史、歴史神学→「歴史と終末論」という問題設定

２．フィオーレのヨアキム(Joachim of Fiore) 1130 頃-1202

イタリアの神学者、神秘思想家。南イタリアのカラブリア地方のフィオーレに修道院

を開く。独特の三位一体論に基づいた歴史神学を展開し、フランシスコ会を始め、中世

以降の千年王国論に大きな影響を与えた。

（１）キリスト教終末論、黙示的終末論

３．終末論（モルトマン『神の到来』）

永遠の生（個人的終末論）／神の国（歴史的終末論）／新しい天・新しい地（宇宙的

終末論）／栄光（神的終末論）

（２）古代キリスト教の終末論──アウグスティヌス

４．アウグスティヌスの歴史神学・終末論：『神の国』

黙示的終末論からの離脱、聖書の比喩的解釈、「教会は現在においてもキリストの

御国」(158)

（３）フィオーレのヨアキム

５．異端的な民衆運動と新しいタイプの修道院運動（托鉢修道会）

６．ヨアキムの聖書解釈学

７．聖書解釈から歴史理論

三位一体論：内在的 → 経綸的・歴史的

・神が歴史を支配する

・聖書がそれを語っている

８．ヨアキムの歴史解釈

・父の時代／子の時代／聖霊の時代

・三つの時代の相互内在 → 歴史の弁証法

・未来としての聖霊の時代

９．黙示的終末論の再興、千年王国論のインパクト

西欧歴史哲学への影響
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12．宗教改革と近代世界

１．宗教改革の思想内容（三大スローガン）

宗教改革の思想内容については、改革者によって幅があり（例えば、聖餐論争）、簡

単な要約は困難であるが、その共通項を宗教改革の三大スローガンと言うべきものに集

約することは可能であろう。

「信仰のみ」（信仰義認論）、「聖書のみ」、「万人司祭説」

大切なことは、これら三つのスローガンが、それぞれ内的に連関し合っている点であ

り、ばらばらに理解すべきではない。

２．人間は何によって救われるのか？

・行為義認

人間は善行によって救われる。義人は救われる。何が善行であるかの内容は宗教に

おいて様々であるが（宗教儀礼に参加すること、隣人愛を実践すること、毎日祈り聖

書を読むこと、献金を捧げることなどなど）、ほとんどの宗教において、行為義認に

類した考えは確認可能である。

・問題は、人は救いに十分なほどの善行を実行できるか、あるいは救いを実感できるの

かという点である。ルターは修道院で苦行を実践するが、ついに救いを実感できず、精

神的に追い詰められる中で、善行による救いについて根本的な懐疑を至る。贖宥状への疑

問はこの文脈から出されたものである。

贖宥（いわゆる免罪符）の論理： 天国／煉獄／地獄、聖人・教会・功徳

・ルターは、最終的に、人間の救いは心からキリストの贖罪を信じることによってのみ

可能になるとの結論に到達する。これが、「信仰のみ」というスローガンで意味され

る信仰義認論である。このような罪と救いの理解は、新約聖書のパウロに遡り、アウ

グスティヌスの思想系譜に立つものである。

cf. 法然や親鸞の思想との比較。

・信仰義認論は、罪や恩寵についての実体論物的理解から、信仰者と神との関係論（罪

や恩寵の精神性・内面性）への転換といえる。信じる心の純粋さという個人の人格性

が問われることになる。

・もはや、救いは教会制度において媒介されるのではなく、神と個人との関わり合いに

おいて成立することなり、またこの救いのあり方は、聖職者でも一般信徒でも変わり

がないことになる。ここに、「万人司祭」説が帰結する。人間は救いに関しては、神

の前に平等である。これは、イエスの宗教運動における徹底的な平等主義理論の具体

化と解することも可能である。

・「信仰のみ」は救いが自己の信仰的決断の事柄であること、つまり自己決定の問題で

あることを意味する。そして、自己決定は情報公開が前提にされねばならない（宗教

改革の精神はきわめて近代的である！）。この救いに関する知識の情報公開に対応す

るのが、「聖書のみ」のスローガンに他ならない。救いの知識は、権威ある他者から

伝達されるのではなく、自分で聖書を読むことによってもたらされる。

３．理念と現実の緊張

三つのスローガンによって示された宗教改革の精神は、「理念」であって、ここに、

キリスト教史において広範に確認可能な理念と現実のずれを指摘しなければならない。

たとえば、聖職者と一般信徒との平等性の理念は、宗教改革の伝統に立つ教会において

も、必ずしも十分に実現されていない現実がある。階層的秩序は存続している。それは、

信仰の自己決定と聖書の情報公開に関しても同様である。

４．ドイツ農民戦争の前史：１４世紀以来農民戦争は頻発

反封建的反教権的運動
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５．ミュンツァー：ルターの宗教改革への共感と後のルター批判

ドイツ農民戦争(1524.6 ～ 1525.11)、テューリンゲン蜂起、

『シュヴァーベン農民の12箇条』

６．黙示的終末論の伝統

霊的体験（スピリチュアリズム）：「選ばれた者たち」、「霊的人々」、内なる聖書、

熱狂主義、禁欲的

終末意識：神意による大改革、アンチキリスト

民衆運動：伝統的な教会批判、平民主義、積極的な社会変革（農奴制の廃止、祖

税負担の緩和）

７．再洗礼派へ

セクト、厳格主義

８．マルクス主義による再評価

＜第一ヨハネ＞

2:18 子供たちよ、終わりの時が来ています。反キリストが来ると、あなたがたがかね

て聞いていたとおり、今や多くの反キリストが現れています。これによって、終わりの時

が来ていると分かります。19 彼らはわたしたちから去って行きましたが、もともと仲間

ではなかったのです。仲間なら、わたしたちのもとにとどまっていたでしょう。しかし去

って行き、だれもわたしたちの仲間ではないことが明らかになりました。20 しかし、あ

なたがたは聖なる方から油を注がれているので、皆、真理を知っています。21 わたしが

あなたがたに書いているのは、あなたがたが真理を知らないからではなく、真理を知り、

また、すべて偽りは真理から生じないことを知っているからです。22 偽り者とは、イエ

スがメシアであることを否定する者でなくて、だれでありましょう。御父と御子を認めな

い者、これこそ反キリストです。

（２）宗教改革と近代西洋世界

９．近代的な自律性や人格性（人権）といった理念の成立基盤

宗教改革の精神 → 神の前における → 平等自立した個人と自由・平等（理念）

西欧的な政治・経済・知のシステムとプロテスタンティズムの関係

近代議会制民主主義（リンゼイ・テーゼ）

近代資本主義・市場経済（ウェーバー・テーゼ）

近代科学（マートン・テーゼ）

10．宗教改革と近代との逆説的関係：ウェーバー・テーゼの場合

近代キリスト教における新しい職業倫理・労働観と資本主義の精神

両者の意図せざる逆説的歴史的な関係

11．ウェーバー・テーゼ（『プロテスタンティズムの倫理と資本主義の精神』岩波文庫）

プロテスタントの職業観 → カルヴィニズムの禁欲的エートス

→ 資本主義の精神 → 資本主義の経済システム

12．ルターのドイツ語訳聖書

クレーシス（永遠の救いへの召し＝宗教的生活）とディアテーケー（割り当てられた

労働）→ Beruf:世俗的労働＝神によって与えられた使命

聖と俗の階層性の否定（万人祭司）、職業に貴賤なし、まじめさの意味がある。

だから、人間は働くべきなのである。

13．カルヴィニズム：神の選びにふさわしい生活＝禁欲的エートス → 生活の合理化

14．資本主義の精神：勤勉、節約、正直、規律といった徳目によって構成された生活態度
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資本主義経済の成立期にその担い手となった新興産業資本家はピューリタンであ

った（17-18 世紀のイギリス・アメリカ）。

正当な労働に対する正当な報酬としての富は神からの恵みである、公正な市場経済は

神の意志を実現するのにふさわしい。

市場と隣人愛、他者の必要のために生産し流通させる。

15．近代的な世俗性への二重の関係性

18 世紀以降の動向は次のようにまとめられる。

・近代性への適合 → 世俗主義の台頭と譲歩

合理的な宗教思想（理神論やユニテリアン）

・近代的世俗性に対する批判運動（敬虔主義、メソジスト、ペンテコステ運動、さ

らにファンダメンタリズム）

16．文化は宗教の表現形式であり、宗教は文化の内実である（ティリッヒ）。

↓

西欧近代の国民文学は、キリスト教との密接な関わりにおいて論じ得る。宗教は文化

の母体である。

17．近代の基本原理としての自律性・自由。

近代文化（特に、啓蒙主義的近代）は宗教的基盤からの解放を目指した。

↓

西欧近代の国民文学は、宗教的基盤からの分離において、それ自体として論じ得る。

一度、成立したシステムは自動的に展開し始める。
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